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令和 4 年度 第 8 回  保土ケ谷区地域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

日 時     令和 5 年 2 月 24 日（金）15：30 ～ 17：10 

開催場所 ほどがや地域活動ホームゆめ食堂 

出席者 

【会場出席】 

恵和相談室、延命法律事務所、いわまワークス、ハーモニー、 

たっちほどがや、ゆめ 

【事務局】 

夢 21、光の丘、生活支援センター、保土ケ谷区基幹相談支援センター、保土ケ谷区役所、タキオンネク

スト 

欠席者  

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 計画相談の運営について（GW・プチ講座）～お互いの運営方法を参考にしましょう～ 

議事 1．事務局より 

※今回の相談支援部会内容について基幹相談より説明 

・相談支援部会は年 8 回開催、区役所 CW、MSW との顔合わせを別途開催した。 

・今年度の新たな取り組み（以下 3 点） 

①事務局の立ち上げ 

②相談支援専門員初任者研修インターバル実習受け入れ 

③外部講師を招いた勉強会の実施 

・事例検討が 1 回のみと少なかった。 

・参加者数が少ない傾向にあった。 

・次年度の取り組みとしての検討内容（以下 2 点） 

①基幹相談から、月 2~3 事業所ずつ事業所訪問を実施 

②部会の最後の時間にフリートークの時間を設定し、日々の悩みごと共有、解決を図る。 

 

※事務局からの話を受け、2 グループに分かれ検討、全体への発表を行う。 

２．今年度振り返り 

・勉強になることが多かったため、出席者が減少していることはもったいない。 

・事務局からの連絡がマメになりわかりやすくなった。 

・内容的にも参加しやすくなった。 

・業務的に忙しくなかなか出席出来なかったため、今後は出席したい。 

 

３．次年度の活動について 

【勉強会】                                        

■実施テーマについて                                   

①成年後見制度 

・制度概要ではなく事例に基づいた内容（補助、保佐等の実際の動き等） 

・延命法律事務所の弁護士の伝手により講師を依頼することは可能。 

②人材育成・後継者育成 

・相談員交代の際に支援が継続されないとならないよう、支援の持続性が確保される方法に

ついての学び 

第１号様式 



・人材育成ではテーマが広すぎるため、『（事例等）誰もがわかる、イメージ出来る支援の引

継ぎ』というテーマ。（専任、兼務等色々な事業所があるため万人受けの内容では難しさが

ある。） 

③親亡き後・親が介護を受けるようになったときの支援 

・介護保険制度との絡みで学ぶのはどうか。 

・8050 問題の危機管理 

・親亡き後の金銭管理 

④家族支援 

・事例検討で取り上げる 

⑤はじめての計画相談 

・計画相談の始め方、必要な書類・加算、集団指導では教えてもらえない基本 

⇒『保土ケ谷区版マニュアル』の作成 

⑥入所施設の中での移行事例等 

⑦集団指導の振り返りを実施してほしい。気を付ける点等わかると良い。 

⑧様式の書き方、工夫点の共有 

⑨実地指導について、実際のエピソード（書類の過不足等） 

 

■実施方法に関して                                  

制度概要での勉強よりも、実際の事例等具体的な話を聞ける場にしたい。 

⇒テーマを見出しで謳うことが参加促しにも繋がるのではないか。 

 

【事業所アンケート】                                  

※アンケート内容を活用出来ていない事業所や、意識していない事業所が多数あった。 

■活用している事業所意見                                

・相談員数、受け入れ状況については確認している。 

・新規問合せがあったときに『受け入れ可』の事業所を伝えたことがある。 

■改善点                                        

・毎月、更新やモニタリング件数等入力することが大変⇒回数、確認項目を減らす。 

⇒①事業所名、②障害種別、③契約件数、④新規受け入れ可否、だけで良いのではないか。 

・モニタリング件数だけであればすぐにわかるが、内部、外部と分けると大変になる。 

・困り事については残し、記載内容を極力部会で返答出来るようにすると良い。 

・事業所の障害種別がわかると、新規問合せ時の他事業所を紹介しやすい。 

 

【その他】                                                                              

■出席率向上に向けた案                                                                

・事例検討後の結果がどうだったかという報告事例を入れる。 

・参加しないことのデメリットが伝わっていないため、基幹からの事業所訪問や実地指導が早

まる等あると、出席しなくてはという気持ちになるのではないか。 

・活動内容をもっと具体的に記載すると興味が出るのではないか。 

・障害児計画相談は障害者計画相談に準じるとされ、集団指導もない。参加するような仕組み

作りが必要ではないか。 

 



■開催時間について                                                                     

・15:30～17:00 という時間が面談を入れる時間帯で出席しにくいのではないか。 

⇒時間案：①午前中、②17:00～、③16:00～17:30、 

・遅い時間だと子育て世代が出席出来ない等あるため、早めの時間等配慮が必要。 

■開催方法について                                                                     

・他の部会（日中、GH）とのコラボ。 

⇒横の繋がりを持てること、相談員が持っている 

・事例検討を毎月各事業所に割り振り、全事業所が参加出来るようにする 

■フリートークについて                                                                 

・別日でオンライン開催にして有志でやるのはどうか。 

・部会の時間内に実施した方がいい。（働き方改革もあるし…） 

■緊急時連絡先について                                                                 

・近況時連絡先の世帯リスト化が必要？（情報の共有） 

■議事録について                                                                       

・部会内で前回議事録を配布してはどうか。 

 

４．情報提供 

①計画相談の実施状況（2/3現在） 

 

 

 

 

 

 

 

②令和 5年度相談支援従事者向け研修の案内 ※別紙参照 

③「後見的支援を要する障害者の緊急対応事業」の終了について 

  ⇒福祉のあんないからも削除される。 

④3月 6日保土ケ谷区自立支援協議会主催オンライン研修の案内 

 

 

 

 

 

 

 

次回相談支援部会 

❐日時：令和 5 年 4 月 28 日（金）15：30～17：00 

❐場所：地活ゆめ 2 階食堂 


